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広報ながしま  2023年７月号  ｜  02

令和5年（2023年） No.208

7
三県架橋実現に向けて　～「進化と改良」～
塩田知事が獅子島を視察　～島民との意見交換～
一般会計補正予算など９議案を可決
　　　～第２回長島町議会定例会～
事業系ごみの適正処理～ながしまエコ通信～
プールと艇庫（カヌー）施設を開放します
マリンスポーツ体験者募集
高齢者を守ろう　～地域包括支援センターだより～
インボイス制度「登録要否相談会」
安全なおもちゃ花火の使用方法
国民健康保険税が変わります
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
地域おこし協力隊通信
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼
編集後記
裏表紙
サマーフェスティバルin長島2023

7月６日（木） 14時32分

令和5年６月３０日現在 ※（ ）は前月比

世帯 4,376 （‐11）

（‐6）

（-10）

（‐16）

4,964
4,711
9,675

女性

男性

人口

　町内ほとんどの田んぼ
で、田植えが行われてい
ます。
長島の棚田越しに見るき
れいな海は、素敵な風景
です。
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03  ｜  広報ながしま  2023年7月号

三
県
架
橋
実
現
へ
向
け
て　
～
「
進
化
と
改
良
」
～

　
５
月
30
日
の
参
議
院
で
開
か
れ
た
国
土
交
通
委
員
会
で
足
立
敏
之

参
議
院
議
員
が
、 「
三
県
架
橋
実
現
」
に
向
け
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

丹羽克彦国土交通省道路局長

足立敏之参議院議員

る
と
考
え
る
。
こ
の
視
点
で
全
国

の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
点

検
す
る
と
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
た

く
さ
ん
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

 

例
え
ば
、
平
成
20
年
３
月
に
中
止

す
る
こ
と
に
な
っ
た
海
峡
横
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、
今
の
時

点
で
再
検
証
す
れ
ば
必
要
性
が
見

直
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
下
関

北
九
州
道
路
や
九
州
三
県
架
橋
（
島

原
・
天
草
・
長
島
架
橋
）
と
言
っ

て
お
り
ま
す
け
ど
、
天
草
と
長
島

を
結
ぶ
架
橋
と
か
今
の
時
点
で

き
っ
ち
り
再
評
価
を
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ら
の
必
要
な
道
路
に
つ
い
て

は
、
有
料
無
料
に
か
か
わ
ら
ず
整

備
を
進
め
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
の
機
能
向
上
に
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

丹
羽
局
長　

高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
と
も
に
補
完
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
図
る

足
立
議
員　

現
在
の
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
機
能

を
高
度
化
す
る
た
め
の
「
進
化
と

改
良
」
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　

現
在
実
施
中
の
名
神
名
阪
連
絡

道
路
や
名
神
湾
岸
連
絡
道
路
な
ど

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
高
度
度
化
が
図
れ

～
概
要
～　
昨
年
10
月
の
「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
構
想
及
び
九
州

西
岸
軸
構
想
推
進
地
方
大
会
」
に

も
出
席
い
た
だ
い
た
足
立
敏
之
参

議
院
議
員
が
「
日
本
は
諸
外
国
と

比
較
し
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
網
へ
の

投
資
が
少
な
く
、
暫
定
２
車
線
の

高
速
道
路
が
全
体
の
約
４
割
に
の

ぼ
り
、
各
高
速
道
路
と
の
連
絡
道

路
も
不
足
し
て
い
る
。
よ
っ
て
輸

送
コ
ス
ト
へ
の
影
響
や
交
通
渋
滞

の
解
消
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
増
や

す
べ
き
」
と
の
国
会
議
論
の
中
で
、

三
県
架
橋
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま

し
た
。

質
疑
＝
足
立
参
議
院
議
員

答
弁
＝
丹
羽
克
彦
国
土
交
通
省
道

路
局
長

こ
と
は
、
地
域
間
の
交
流
の
促
進

や
災
害
時
の
代
替
機
能
の
確
保
の

観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。　

　
海
峡
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、
湾
口
部
や
海
峡
部
を
連

絡
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

事
が
重
要
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
引
き

続
き
必
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
の
機
能
強
化
を
着
実
に
進
め

る
と
と
も
に
、
海
峡
横
断
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

伺
い
、
地
域
の
実
情
の
把
握
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
進
化
と
改
良
」
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
高
度
化
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塩
田
知
事
が
獅
子
島
を
視
察
　
～
島
民
と
の
意
見
交
換
～

　
６
月
７
日
、
塩
田
康
一
鹿
児
島
県
知
事
が
獅
子
島
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
獅
子
島
の
児
童
生
徒
ら
に
よ
る
獅
子
島
太
鼓
の
演
奏
と
島
民
か
ら
の
歓
迎

を
受
け
た
塩
田
知
事
は
、「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
太
鼓
の
演
奏
に
私

も
元
気
を
い
た
だ
い
た
。
島
民
の
皆
さ
ん
に
も
盛
大
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
い
。
本
日
は
、
島
の
現
状
を
し
っ
か
り
視
察
し
て
帰
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
獅
子
島
で
は
、
ブ
リ
の
養
殖
場
や
獅
子
島
架
橋
建
設
想
定
地
、
獅
子
島
汽

船
（
幣
串
港
）、
七
郎
山
を
視
察
。
視
察
後
は
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
た
「
島
民
と
の
意
見
交
換
」
で
、
獅
子
島
架
橋
や
獅
子
島
汽
船
、

児
童
生
徒
の
教
育
格
差
、
島
の
住
宅
事
情
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

獅
子
島
架
橋

〇
獅
子
島
に
住
む
私
た
ち
は
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
。
も
し
獅
子
島
架
橋

が
完
成
す
れ
ば
、
こ
の
ほ
と
ん
ど

が
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
架
橋
に
は
多
大
な
建
設
費
や
そ

の
他
の
問
題
が
あ
る
事
は
承
知
し

て
い
る
が
、
獅
子
島
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
早
期
の
解
決

を
お
願
い
し
た
い
。

知
事
　
県
と
し
て
も
、
離
島
住
民

の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
の
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
獅
子
島
の
場

合
は
、
架
橋
が
課
題
解
決
の
手
段

と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
感

じ
た
。
ま
た
、
架
橋
後
の
経
済
効
果

や
安
心
安
全
面
が
向
上
し
た
伊
唐
島
の

前
例
を
聞
き
重
要
性
を
感
じ
た
。

　
架
橋
実
現
の
問
題
と
し
て
は
、
多

額
の
事
業
費
が
必
要
。
県
と
し
て

も
、
基
金
積
立
を
行
っ
て
い
る
町

の
熱
意
を
国
に
伝
え
、
働
き
掛
け

て
い
き
た
い
。

　
獅
子
島
汽
船

〇
獅
子
島
汽
船
は
、
生
活
の
足
と

し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
航
路
。

現
在
の
船
は
就
航
か
ら
36
年
経
過

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
危

惧
し
て
い
る
。
一
日
で
も
早
い
代

替
船
の
就
航
を
お
願
い
し
た
い
。

知
事　
今
後
の
方
向
性
と
し
て
代
替

船
建
造
に
取
り
組
む
。
令
和
５
年
度

中
に
関
係
各
所
と
調
整
し
、
令
和

６
年
度
中
に
は
竣
工
（
令
和
７
年

４
月
就
航
）
予
定
。
一
日
も
早
い

就
航
に
向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

教
育
格
差
の
問
題

〇
獅
子
島
で
は
、
小
学
校
の
複
式

学
級
や
塾
通
い
が
困
難
な
ど
の
理

由
か
ら
教
育
格
差
に
問
題
が
あ
る
。

知
事　
塾
通
い
の
際
の
フ
ェ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
の
工
夫
や
オ
ン
ラ
イ
ン
塾

の
活
用
を
町
と
相
談
し
た
い
。

救
急
の
現
場
か
ら

〇
救
急
の
際
に
、
天
候
次
第
で
は

島
外
へ
搬
送
が
困
難
な
場
合
と
救

急
搬
送
を
遠
慮
し
、
救
急
連
絡
を

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
架
橋
実
現
に
よ
っ
て
安
心
安
全

を
担
保
し
て
ほ
し
い
。

知
事　
救
急
車
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
必
要
な
場
合
に
は
、
人
命
優
先

で
遠
慮
せ
ず
に
救
急
連
絡
を
と
っ

て
ほ
し
い
。
産
業
や
観
光
、
教
育
、

医
療
面
か
ら
も
架
橋
の
重
要
性
は

感
じ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
国
へ
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

養
殖
飼
料
価
格
の
高
騰

〇
人
工
飼
料
が
物
価
高
騰
に
よ
り

高
値
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
が
継
続

知
事　

県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

改
善
は
行
う
が
、
新
築
は
行
っ
て

い
な
い
。

　
空
き
家
の
活
用
や
町
の
対
策
と

し
て
何
が
で
き
る
か
相
談
し
た
い
。

渡
船
料
の
負
担

〇
島
外
へ
行
く
と
き
に
毎
回
の

フ
ェ
リ
ー
代
の
負
担
が
大
き
い
。

特
に
コ
ロ
ナ
時
の
負
担
が
大
き
く
、

昨
年
は
町
か
ら
補
助
が
あ
っ
た
が
、

今
後
に
つ
い
て
も
何
か
検
討
し
て

ほ
し
い
。

知
事　
既
存
の
離
島
支
援
に
加
え
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
町
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

で
き
る
よ
う
に
企
業
努
力
だ
け
で

は
賄ま
か
なえ
な
い
部
分
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

知
事　
県
で
も
餌
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
な
る
価
格
高
騰
に

備
え
て
、
国
の
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
加
入
時

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
今
後
も
検

討
す
る
と
と
も
に
、
国
へ
も
要
望

し
て
い
き
た
い
。

住
宅
問
題

〇
獅
子
島
に
は
町
営
住
宅
が
少
な

く
、
ア
パ
ー
ト
も
な
い
。
空
き
家
も

貸
し
手
側
の
理
由
か
ら
活
用
し
に

く
い
状
況
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

た
め
に
も
支
援
い
た
だ
き
た
い
。

塩田知事を歓迎

獅子島太鼓の演奏で塩田知事を歓迎

七郎山を視察

到着後記念撮影に応える塩田知事

獅子島架橋建設想定地を視察

島民と意見交換

ブリ養殖場を視察

獅子島汽船を視察

七郎山で架橋想定地の説明
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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
を
可
決　
～
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
～

　
令
和
５
年
第
２
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
21
日
ま

で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
学
校
教

育
施
設
整
備
基
金
積
立
金
や
低
所

得
世
帯
支
援
事
業
、
畜
産
・
酪
農

収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事

業
、
御
所
ノ
浦
片
側
線
の
整
備
に
係

る
経
費
、
幣
串
湯
ノ
口
線
の
整
備

に
係
る
経
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
９
億
９
９
８
１
万
２
千
円
追
加
、

総
額
１
１
８
億
６
２
６
８
万
３
千

円
）、
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
新
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
長
島
港

脇
崎
地
区
請
負
契
約
の
締
結
、
高

規
格
救
急
自
動
車
購
入
事
業
売
買

契
約
の
締
結
な
ど
８
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
島
町
固
定
資
産

評
価
員
に
長
岡
勇
二
氏
（
葛󠄀
輪
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。
森
林

環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　令和５年度６月補正　　　　　　　　　　（単位：千円）
総務課 耐震性貯水槽設置工事（赤崎地区・指江地区） 15,400

企画財政課

学校教育施設整備基金積立金 200,000
風車本体及び受変電施設他解体工事 42,130
汐見小学校高置水槽取替工事 4,750
海上輸送費支援補助金 3,702
獅子島標識看板、施設案内サインの整備 3,542
獅子島観光物産宣伝対策事業（獅子島フェア） 2,500
獅子島ウォーク 1,800

町民保健課 証明書コンビニ交付システム導入 10,920
福祉事務所 低所得世帯支援事業（給付金） 53,935
介護環境課 二酸化炭素排出抑制対策事業（再エネ導入のための調査） 9,592
診療所 鷹巣診療所就業規則等作成 1,650

水産景観課

プレミアム付き商品券発行事業 44,000
癒し空間観光地整備事業（指江地区） 40,000
景観整備事業（火ノ浦地区・蔵之元地区） 21,000
漁業者燃油価格高騰対策支援事業 8,449
観光スポット整備事業 5,000

農政課

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 232,249
鳥獣被害防止施設整備事業（ワイヤーメッシュ柵設置） 16,314
配合飼料価格高騰対策支援事業 8,400
肥料価格等高騰対策支援事業 7,298
共同利用機械導入支援事業 3,700

耕地林務課

林道獅子島中央線及び立石線の整備 16,500
川床下地区・浦底地区の農道整備 13,600
基腐病対策事業（たい肥散布助成） 12,000
農道琵琶ノ首線の整備 4,994

建設課

御所ノ浦片側線の整備 100,000
幣串湯ノ口線の整備 100,000
県営事業負担金（指江港、宮ノ浦港、瀬戸港、片側港） 36,616
県営事業負担金（県道平尾川床線） 7,000
湯ノ口町営住宅増築工事 6,001
諸浦港可動橋修繕 1,881

教育総務課 校務用サーバー及び校務用端末更新 85,184

社会教育課
生涯学習デジタル化推進事業（プログラミング教室開催など） 22,080
獅子島化石現地調査 1,413
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事
業
系
ご
み
の
適
正
処
理 

～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　

事
業
系
廃
棄
物
は
、
事
業
系
一

般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

〇
事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
下
表
参

照
）
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
（
環
境
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
）
に
直
接
持
ち
込
む

か
、
町
の
収
集
運
搬
許
可
業
者
に

依
頼
す
れ
ば
処
理
で
き
ま
す
。

〇
産
業
廃
棄
物
は
、
北
薩
広
域
行

政
事
務
組
合
で
は
処
理
で
き
な
い

た
め
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可

業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
系
の
ご
み
の
処
分
料
は
各

事
業
所
の
負
担
で
す
。

※
町
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
可
業
者

・（
有
）
上
田
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

・
塩
田
産
業
（
株
）

　
一
般
廃
棄
物
を
産
業
廃
棄
物
処

理
業
者
が
処
理
し
た
り
、
産
業
廃

棄
物
を
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
が

処
理
し
た
り
す
る
こ
と
は
違
法
と

な
り
ま
す
。
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
系
廃
棄
物
（
ご
み
）

【
ご
み
の
区
分
】

【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
】

【
産
業
廃
棄
物
】

・
事
業
活
動
に
伴
っ
て

発
生
し
た
産
業
廃
棄
物

の
う
ち
産
業
廃
棄
物
以
外

・
事
業
活
動
に
伴
っ
て

発
生
し
た
廃
棄
物
の
う

ち
法
令
で
定
め
ら
れ
た

20
種
類
の
廃
棄
物

事業系一般廃棄物
　事業所から排出された、産業廃棄物以外の廃棄物

産業廃棄物（廃掃法で規定された２０種類の廃棄物）
　燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、ゴ
ムくず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、鉱さい、
がれき類、ばいじん、紙くず、木くず、繊維くず

紙くず
・建設業（新築・解体・リフォーム）から出た紙くず
・紙製造業、新聞業、製本業、印刷物加工業から出た紙くず
・パルプ、紙または紙加工品の製造業

木くず・繊維くず
・建設業（新築・解体・リフォーム）から出た木くず、繊維くず
・木材または木製品製造業から出た木くず、繊維くず
・パルプ製品製造業・輸入木材の卸売業・物品賃貸業から出たもの
・繊維工業（製糸、紡績、織物業など）から出た繊維くず
・パレットを含む貨物の梱包用木材

動物系固形不要物・動植物性残さ
・食料品製造業などにおいて原料として使用した
　動物または植物に係る固形状の不要物

廃プラスチック類
・ペットボトル、プラスチック製容器、発泡スチロール
　ＰＰバンド、ラップ類やトレイ、ビニール袋、合成ゴムなど
金属くず
・スチール製品（机、椅子、ロッカー等）、空き缶、刃物類
　アルミホイル、一斗缶など
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
・空きびん、板ガラス、コップ等のガラス類、電球（蛍光灯）
　茶碗などの陶器類、植木鉢など　

事業系一般廃棄物（処理できます）

リサイクル可能な紙類（リサイクルセンター）
　コピー用紙、段ボール、新聞、雑誌、封筒
　包装紙、付箋、チラシ、シュレッダーくずなど

リサイクルできない紙類（環境センター）
　カーボン紙、写真、ちり紙、感熱紙
　紙コップ、油紙、コーティング紙など

産業廃棄物（処理できません）

草・木・繊維製品（環境センター）
　落ち葉、枯れ草、割りばし、天然繊維
　（木綿、絹）の端切れなど

食品廃棄物（環境センター）
　食べ残し、売れ残り、調理残さなど

缶・ビン・ペットボトル、弁当容器等（リサイクルセンター）
　社員が飲食した缶・ビン・ペットボトルなどで
　きれいに洗って分別してあるもの

事業系廃棄物のうち北薩広域行政事務組合で処理できるもの・できないもの

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎
（
86
）
１
１
５
３

家
庭
系
廃
棄
物
（
ご
み
）

廃
棄
物
（
ご
み
）
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マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
者
募
集

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で

は
、「
第
１
回
砂
A

 

S

 

O
ビ
ー
チ
㏌

長
島
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
マ
リ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

に
な
り
ま
す
。  

〇
日
時

　
８
月
５
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

〇
場
所

　
小
浜
海
水
浴
場

〇
申
込
期
限
・
定
員

　
７
月
21
日
（
金
）

　
１
０
０
人

 
プ
ー
ル
と
艇
庫
（
カ
ヌ
ー
）
施
設
を
開
放
し
ま
す

入場料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

・
町
内　
大
人
１
０
０
円　
小
中
高
生
50
円

・
町
外　
大
人
２
０
０
円　
小
中
高
生
１
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
が
、
同
伴
者
が
い
な
け

れ
ば
入
場
出
来
ま
せ
ん
。

正
午
～
午
後
１
時
は
、
休
憩
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と
し
、
必
ず
プ
ー
ル

か
ら
上
が
り
ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時

７
月
28
日
（
金
）
～

　
　
８
月
30
日
（
水
）

※
月
曜
日
は
休
み

町
民
プ
ー
ル
（
鷹
巣
）

７
月
20
日
（
木
）
～

　
　
８
月
30
日
（
水
）

※
月
曜
日
は
休
み

長
島
町
B

 

&

 

G
海
洋
セ

ン
タ
ー・プ
ー
ル（
指
江
）

使用料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

カ
ヌ
ー
１
艇
利
用

（
１
時
間
あ
た
り
）

・
小
中
高
生　
１
０
０
円

・
大
人　
　
　
２
０
０
円

正
午
～
午
後
１
時

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と
し

ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時

７
月
20
日
（
木
）
～
８
月
30
日
（
水
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
利
用

す
る
団
体
な
ど
は
、
利
用
す
る
１
週

間
前
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
島
町
B

 

&

 

G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
カ
ヌ
ー

（
蔵
之
元
）

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］
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高
齢
者
を
守
ろ
う
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

声
を
掛
け
、
地
域
か
ら
孤
立
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
介
護

者
へ
の
さ
り
げ
な
い
労
い
や
気
遣

い
が
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

②
近
所
の
見
守
り

　
夜
に
な
っ
て
も
電
気
が
付
い
て

い
な
い
、
新
聞
が
何
日
も
た
ま
っ

て
い
る
な
ど
不
審
な
様
子
が
無
い

か
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
相
談
を
勧
め
る

　
高
齢
者
と
の
生
活
や
介
護
疲
れ

な
ど
、
家
族
が
困
っ
て
い
た
ら
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委

員
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め

ま
し
ょ
う
。
一
人
ま
た
は
家
族
だ

け
で
介
護
を
抱
え
込
ま
ず
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
や
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し
て

介
護
の
負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

【
高
齢
者
虐
待
に
気
付
い
た
と
き
は
】

　
高
齢
者
虐
待
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、「
早
期
発
見
」
と
「
介
護
者

へ
の
支
援
」
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
相
談
・
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
虐
待
で
あ
る
と
い
う
証
拠

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

相
談
・
通
報
者
の
個
人
情
報
は

厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

虐待の種類 　具体例

身体的虐待 　殴る、蹴る、つねるなどの暴力や不必要に体を縛るなど

介護の放棄
（ネグレクト）

　食事を十分に与えない、長時間放置、適切な医療を受け
させないなど

心理的虐待 　脅しや屈辱的な暴言、無視による精神的苦痛など

性的虐待 　本人の合意なく性行為を行ったり、強要したりする行為

経済的虐待 　本人の合意なく財産や年金を処分・使用する行為

　以下の行為は高齢者虐待に当たります。

〇
日
時

　
８
月
10
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
費
用

　
飲
み
物
代　
１
人
１
０
０
円

〜
ろ
ば
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
と
一
息
〜

認
知
症
や
介
護
の
悩
み
な
ど
、
老
若
男
女
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

次の文字を並び替えて
言葉を完成させましょう。

①
し
き
め
だ
も

②
き
り
ご
か
お

③
す
い
か
い
く
よ

④
こ
せ
か
り
ん
と
う

⑤
か
ち
や
し
ひ
ゅ
う

答え①きもだめし②かきごおり③かいすいよく④かとりせんこう⑤ひやしちゅうか
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相

談
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
対
応
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
は
早
期

発
見
に
よ
り
深
刻
な
事
態
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
で
声
を

か
け
、
高
齢
者
や
家
族
の
「
孤
立
」

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
虐
待
を
防
ぐ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
日
常
的
な
声
か
け

　
ご
近
所
に
高
齢
者
や
介
護
を
し

て
い
る
家
族
が
い
た
ら
普
段
か
ら

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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安
全
な
お
も
ち
ゃ
花
火
の
使
用
方
法

　

こ
れ
か
ら
夏
に
な
る
と
、
お
も

ち
ゃ
花
火
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
す
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
夏
の
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ

花
火
は
、「
お
も
ち
ゃ
」
と
は
い
え

原
料
は
火
薬
で
危
険
物
で
す
。
使
用

す
る
際
は
注
意
書
き
や
使
用
方
法

を
よ
く
読
み
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
次
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
遊
び
の
時
間
と
場
所

は
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ

と
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
は
必
ず
燃
え
る
も
の

の
な
い
広
い
場
所
で
遊
び
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
花
火

の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　

 

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
で
は
、

管
内
の
園
児
を
対
象
に
花
火
の
正

し
い
知
識
や
危
険
に
つ
い
て
周
知

す
る
と
も
に
、
子
供
の
火
遊
び
に

よ
る
火
災
や
怪
我
な
ど
の
減
少
を

目
的
に
、「
お
も
ち
ゃ
花
火
教
室
」

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

東
分
遣
所

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

長
島
分
遣
所

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

 
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
「
登
録
要
否
相
談
会
」

　

出
水
税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
「
登
録
要
否
相
談
会
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

同
相
談
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
概
要
や
注
意
点
、
登
録
申

請
方
法
に
つ
い
て
説
明
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
実
態
に
沿
っ
て
登
録

要
否
の
判
断
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
実
態
が
分
か
る
資
料
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
当
日
に
登
録
申
請
書
な
ど
の
提

出
を
希
望
す
る
か
た
へ
は
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
場
で

e-

T

 

a

 

x
に
よ
る
登
録
申
請
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
三
つ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
暗

証
番
号

・
利
用
者
識
別
番
号
お
よ
び
暗
証
番

号
が
分
か
る
も
の

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※
参
加
申
込
が
多
数
の
場
合
、
希

望
の
開
催
日
時
に
添
え
な
い
事
が

あ
り
ま
す
。

日程
場所 申込期限

開催日 時間

8月22日（火）

午前 10時
～正午

北薩地域振興局出水庁舎３階大会議室 ８月 18日（金）
午後５時8月24日（木） 町役場開発総合センター３階大会議室

9月 12日（火） 阿久根市民交流センター風テラスあくね ９月８日（金）
午後５時9月14日（木） 北薩地域振興局出水庁舎３階大会議室

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
詳
し

い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

説
明
会
開
催
日
程
な
ど
の
最
新
情

報
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

問
い
合
わ
せ
先

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
９
９
６
（
62
）
０
２
０
０
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６
月《
水
無
月
》

１
日
（
木
）

２
日
（
金
）

５
日
（
月
）

７
日
（
水
）

８
日
（
木
）

９
日
（
金
）

11
日
（
日
）

14
日
（
水
）

15
日
（
木
）

20
日
（
火
）

22
日
（
木
）

23
日
（
金
）

27
日
（
火
）

28
日
（
水
）

29
日
（
木
）

30
日
（
金
）

 
国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
国
民
健
康
保
険
税
の
「
賦

課
限
度
額
」
と
「
所
得
の
少
な
い

世
帯
に
お
け
る
軽
減
判
定
所
得
基

準
」
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
賦
課
限
度
額
の
変
更
】

　
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す
る

際
の
賦
課
限
度
額
は
、
国
が
景
気

動
向
を
判
断
し
、
毎
年
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

改正前
（令和４年度）

改正後
（令和５年度）

医療分 65 万円 65 万円

後期高齢者支援分 20 万円 22 万円

介護分 17 万円 17 万円

合計 102 万円 104 万円

国民健康保険税賦課限度額の改正

　
【
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
お
け
る

軽
減
判
定
所
得
基
準
の
変
更
】

　

国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
総
所

得
金
額
が
一
定
の
基
準
以
下
の
世

帯
に
つ
い
て
の
「
均
等
割
」
と
「
平

等
割
」
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
課
税
分
か
ら
、
軽

減
割
合
を
決
め
る
際
の
５
割
軽
減

お
よ
び
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
主
の
所
得
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
・
未
加
入
に
か
か
わ
ら

ず
所
得
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
人
数
と

所
得
も
含
め
て
計
算
し
ま
す
。

※
世
帯
内
に
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方
が
い
る
場
合
は
、
軽
減

措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

軽減割合 軽減判定所得基準額

７割 43 万円＋（給与所得などの数ー１）× 10 万円

５割 43 万円＋（給与所得者などの数－１）× 10 万円＋ 29 万円  ×被保険者数 29.5 円（改正前）→ 29 万円（改正後）

２割 43 万円＋（給与所得者などの数－１）× 10 万円＋ 53.5 万円×被保険者数 52 万円（改正前）→ 53.5 万円（改正後）

所得の少ない世帯における軽減判定所得基準の変更

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

☎
（
86
）
１
１
７
２

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

北
薩
地
域
農
林
水
産
部
公
共
事
業
連
絡
会
議
（
薩
摩
川
内
市
）

北
薩
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

長
島
町
ひ
と
り
親
寡
婦
福
祉
会
総
会
（
役
場
）

塩
田
知
事
獅
子
島
視
察
（
獅
子
島
）

新
嘗
祭
祈
願
式
（
西
地
区
ほ
場
）

～　
21
日
（
水
）

令
和
５
年
度
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
（
役
場
・
議
場
）

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

鹿
児
島
県
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
遺
族
会
総
会
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
総
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
定
時
評
議
員
会
（
東
京
）

九
州
治
山
林
道
協
会
要
望
活
動
（
東
京
）

東
町
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

棚
田
等
保
全
協
議
会
か
ご
し
ま
理
事
会・総
会（
鹿
児
島
市
）

森
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
治
山
林
道
協
会
第
１
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
第
三
の
居
場
所
起
工
式
（
獅
子
島
）

中
学
校
再
編
基
本
構
想
協
議
（
役
場
）
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会
開
催　
　
　
　
　

　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、当
会
所
属
の

弁
護
士
を
派
遣
し
て
各
地
を
巡
回
す
る
形
で

の
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
会
で
は
、住
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

で
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ
ル
に
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
提
供
す
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
な
ん
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、遠
慮
な
く
利
用
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、予
約
制
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
日
時
・
場
所

・
８
月
４
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

・
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

熱
中
症
が
増
え
て
い
ま
す

　
夏
本
番
に
向
け
て
気
温
の
上
昇
に
伴
い
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。

　
十
分
体
力
の
あ
る
若
い
方
の
死
亡
事
例
報

告
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
ま
め
な
水
分
補
給

や
休
憩
を
と
り
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
行

い
ま
し
ょ
う
。

※
熱
中
症
は
、め
ま
い
や
頭
痛
、吐
き
気
、体

の
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
か
ら
、意
識
を
失
い
、

命
が
危
険
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
お
か

し
い
」と
思
っ
た
ら
、涼
し
い
場
所
へ
移
動

し
、医
療
機
関
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
は

次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
上
手
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う

・
無
理
を
せ
ず
に
適
度
に
休
憩
し
ま
し
ょ
う

・
水
分
・
塩
分
は
こ
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

・「
お
か
し
い
⁉
」と
思
っ
た
ら
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
東
分
遣
所　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
手
当

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
か
た
で
、日
常
生

活
に
常
に
介
護
が
必
要
な
か
た
は
、特
別
障

害
者
手
当
な
ど
を
受
給
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
当
額
は
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】　

　
こ
の
手
当
は
在
宅
重
度
障
が
い
者
で
20
歳

以
上
の
か
た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
基
準
を
満
た
す
重
度
障
が
い
が
２
つ
以
上

あ
る
か
た
、ま
た
は
そ
れ
と
同
程
度
以
上
の

状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
な
い
こ
と

〇
手
当
額　
月
額
２
７
９
８
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
こ
の
手
当
は
20
歳
未
満
の
在
宅
重
度
障
が

い
児
の
か
た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
基
準
を
満

た
す
重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
、ま
た
は
同
程

度
以
上
の
状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
ほ
か
の
公
的
年
金

の
受
給
が
な
い
こ
と

〇
手
当
額　
月
額
１
５
２
２
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
支
援
給
付
金

　
町
で
は
、電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、特
に

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
、１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
】

　
令
和
５
年
６
月
１
日
に
お
い
て
、長
島
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、世

帯
全
員
の
住
民
税(

令
和
５
年
度
分)

が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
を
対
象
。
対
象
と
な
る
か
た

で
、こ
れ
ま
で
の
給
付
金
の
支
払
い
口
座
の

登
録
が
あ
る
場
合
に
は
、準
備
が
整
い
次
第

給
付
金
の
振
り
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

※
登
録
口
座
の
な
い
場
合
や
、令
和
５
年
１

月
２
日
以
降
に
長
島
町
へ
転
入
し
た
か
た
が

い
る
世
帯
な
ど
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
家
計
急
変
世
帯
】

　
予
期
せ
ぬ
事
情
に
よ
り
令
和
５
年
１
月
か

ら
令
和
５
年
12
月
ま
で
の
家
計
が
急
変
し
、世

帯
全
員
の
収
入
見
込
み
額
が
住
民
税
非
課
税

水
準
に
相
当
す
る
か
た
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、長
島
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
非
課
税
世
帯
等
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
役
場
福
祉
事
務
所
内
）

　
☎
０
９
０（
８
５
７
０
）１
２
８
５

「
鹿
児
島
き
こ
り
塾
」開
催

　
県
で
は
、林
業
に
必
要
な
知
識
や
操
作
の

習
得
を
目
的
と
し
、「
鹿
児
島
き
こ
り
塾
」を

入
門
コ
ー
ス（
定
員
15
人
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使

用
な
ど
の
資
格
所
得
）と
専
門
コ
ー
ス（
定
員

10
人
、走
行
集
材
機
な
ど
の
学
科
と
実
技
、資

格
所
得
）の
２
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

〇
研
修
場
所

　
森
の
研
修
館
か
ご
し
ま（
姶
良
市
）

〇
申
込
用
紙
・
期
限

・
申
込
用
紙
は
次
の
Q

 

R

コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・
７
月
21
日（
金
）

※
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

事
前
に
連
絡
）

〇
研
修
料
・
負
担
金

・
研
修
無
料（
交
通
費
と
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己

負
担
）

・
同
研
修
館
に
宿
泊
す
る
場
合
の
宿
泊
費
な

ど
の
負
担
金
は
別
途
徴
収
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
森
林
経
営
課
担
い
手
育
成
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
５
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
９（
２
８
６
）５
６
０
９

高
校
生
の「
税
の
作
文
」募
集

　
国
税
庁
で
は
、今
年
も
高
校
生
の
皆
さ
ん

か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
」。
内
容
は
税
に
関
す
る
話
題

な
ど
、自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
文
字
数
・
締
め
切
り

・
８
０
０
～
１
２
０
０
字

・
９
月
６
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署

　
☎
０
９
９
６（
22
）０
２
０
０

鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
県
で
は
、統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
に
は
参
加

賞
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は「
鹿
児
島
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
総
合
政
策
部
統
計
協
会

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３　

特
別
支
援
学
校
体
験
学
習

　
県
立
出
水
特
別
支
援
学
校
で
は
、障
が
い

の
あ
る
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護

者
が
、同
校
に
お
け
る
教
育
内
容
や
指
導
方

法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
事
を
目
的

と
し
て
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇【
対
象
者
】・
日
時

・【
令
和
６
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者
】

・
９
月
７
日（
木
）午
前
９
時
～
11
時
55
分

・【
現
在
小
学
校
６
年
・
中
学
校
３
年
に
在
籍

し
て
い
る
児
童
生
徒
と
保
護
者
】

・
９
月
8
日（
金
）午
前
９
時
～
11
時
55
分

〇
申
込
用
紙
・
申
込
期
間

・
申
込
用
紙
は
次
の
Q

 

R

コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・
７
月
18
日（
火
）
～
８
月
18
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
出
水
特
別
支
援
学
校

　
☎
０
９
９
６（
63
）３
４
０
０

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種
同
時
に
発

売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間

・
７
月
４
日（
火
）
～
８
月
４
日（
金
）

〇
抽
選
日

・
８
月
18
日（
金
）

〇
支
払
い
開
始
日

・
8
月
23
日（
水
）

〇
販
売
価
格

　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等　
　
　
５
億
円
×
24
本

　
前
後
賞
各　
１
億
円
×
48
本

※
発
売
総
額
７
２
０
億
円
・
24
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
１
等　
　
　
２
千
万
円
×
28
本

　
前
後
賞
各　
５
０
０
万
円
×
56
本

※
発
売
総
額
２
１
０
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１
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５/ 25
（木）

（公財）B&G 財団から受賞
賞状を手渡す菅原理事長（写真右）

講師の話に耳を傾ける受講者

大浦慶子教育長に目録を手渡す諏訪会長（写真左）

　５月 25日、令和５年度南九州ブロック地域海
洋センター連絡協議会総会において、海洋センター
を活用した事業「Ｂ＆Ｇ塾」の活動が、青少年の
健全育成をはじめ地域の子育て支援に大いに貢献
したと評価され、（公財）Ｂ＆Ｇ財団の管原悟志理
事長から川添町長へ表彰状が手渡されました。
　「Ｂ＆Ｇ塾」は、令和元年から実施し、長期休暇
中の子どもの見守りを目的としています。
　夏休みなど子どもが１人で家で過ごす時間が増
える状況に、学校やボランティア団体などが連携
し、学習と体験活動が両立する居場所づくりを

実施しています。

　5月 30 日、日本マンダリンセンター４階（鷹巣）
で県北薩地域振興局が主催し、就農トレーニン
グ研修会を開催しました。
　今回は、北薩地域の就農歴５年程度の柑橘農
家向けに果樹の基礎知識や就農の基礎、経営方
法の研修があり、受講者らは自身の経営スタイル
と照らし合わせるように、うなずきながら話を聞
いていました。
　参加した西田学さん（阿久根市）は「自身のス
タイルを極めていくきっかけになった。今回の研
修で学んだことに一歩でも近づけるように頑張り

たい」と話しました。

子どもの見守りを貢献

就農トレーニング開催

長島ライオンズクラブが寄付

５/30
（火）

6/２
（金）

スタイルを確立して

より良い図書館へ
　6月２日、長島ライオンズクラブ（諏訪孝久会長）
から町の図書館の蔵書の増刷を目的とした寄付が
ありました。
　同クラブは、社会奉仕活動団体として花壇の手
入れや献血活動、学校はがきを配布する「愛の定
期便」絵画ポスターコンクールの開催などの活動
を行っています。
　諏訪会長は「購入される本は子どもから大人ま
で、町民に幅広く利用してほしい」と話しました。
　寄付は、来年度で設立 40周年を迎える同クラ
ブの記念事業の一環です。
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６/8
（木）

川床小学校芸術鑑賞会
一緒に出演する児童ら

実際の工事現場

　６月８日、川床小学校（黒川周一校長・103 人）
体育館で貞松・浜田バレエ団による芸術鑑賞会を
開催しました。
　同バレエ団は、文化庁の学校巡回公演事業を活
用し、子どもたちの創造力やコミュニケーション能
力を養うことを目的として、全国の小中学校で公
演を行っています。
　今回の鑑賞会では同小学校の児童数人も出演。
登壇した古田桃

も も あ
杏さん（5 年）は「バレエ団からは

笑顔が大事と教わっていた。はじめは緊張したが、
踊っているうちに楽しくなり自然と笑顔があふれ

た」と満面の笑みで話しました。
　貞松 融

とおる
団長は「長島の子どもたちの反応がす

ごくよかった。歓声が上がるとバレエ団の励みに
なる」と述べました。

　6月５日、町役場開発総合センター裏の工事現
場から防空壕が発見されました。
　現役場庁舎建設地の歴史は古く、明暦３年（西
暦 1657 年）に地頭仮屋が建設され、その後は、
戸長役場、村役場、鷹巣小学校、長島高校東分校
が置かれ、現在は開発総合センターとなっています。
　発見された防空壕は、「地頭仮屋跡とその変遷の
掲示板（町開発総合センター）」と歴史を照らし合
わせると、鷹巣小学校が設置された時期に作られ
たと考えられます。
　内部は横に約 20㍍、高さ約 1.5㍍で大人が腰を
かがめて通れる程度。この横穴からさらに奥へ進
むと２つの穴が掘られ、戦時中の児童らが避難し
ていたことが想起されます。

　防空壕は、小学校の校庭の崩落防止のため石垣
工事が行われ、埋め戻されました。

※地頭仮屋　薩摩藩が、領内支配のため領内をい
くつかの区域に分割して設置したもの。

笑顔でバレエに挑戦

「地頭仮屋跡とその変遷」の掲示板

６/５
（月）

工事現場で防空壕発見
長島町の歴史にふれる

防空壕の内部
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６/ ８
（木）

新嘗祭の祈願式 ほ場で記念撮影（写真中央・上組合長夫妻）

デジタル絵本に集中する児童ら

真剣に話を聞く保護者ら

　６月８日、稲の収穫感謝祭「新
にいなめさい

嘗祭」へ献穀す
るための祈願式と種まきが、鹿児島いずみ農業協
同組合の上宗光代表理事組合長のほ場で行われま
した。
　南九州地区では、鹿児島と熊本、宮崎の３県が
順番で行っており、今回は、県の代表として上組
合長が町内でアワを栽培し、献穀します。
　上組合長は「皆さんのご協力をいただきながら
献穀できるように栽培していきたい」とあいさつ
しました。

※新嘗祭…毎年 11 月 23 日に「勤労感謝の日」に
行う宮中行事。天皇が新穀を天地の上に供え、自ら
も食する祭事

　６月 10 日、鷹巣小学校（田畠正英校長・198 人）
でボランティアサークル「おやどり読書会（下平忍
代表）」が読み聞かせを行いました。
　同会の山内達也さん（西）が初の試みとして「デ
ジタル絵本」を作製し、読み聞かせを行いました。
絵本は、町の郷土史に記載されている民話「巨

うーふと
人

どんの技比べ」が題材となっています。
　山内さんは「長島には町民にもあまり知られて
いない民話がたくさんあり、もったいないと思っ
ていた。デジタル絵本にすることで皆に知ってほし
くて作製した。今作品のオチは狙い通り。子ども

たちが笑ってくれてよかった」と話しました。
　同会では、一緒に読み聞かせをする仲間を広く
募集しています。

献穀のための種まき

おやどり読書会

平尾小学校同和教育

６/10
（土）

6/10
（土）

デジタル絵本で読み聞かせ

思春期の子どもとの関わり方
 　６月 10 日、平尾小学校（平峯剛校長・80 人）
で学校保健委員会活動の一環として、県人権同和
教育課の福雅彰氏を講師に迎え「思春期における
子どもとの関わり方～多様な性について考えてみ
よう～」を開催しました。
　参加した保護者らは、多角的な視点での思春期
の子どもとの関わり方について理解を深めていま
した。
　PTA 保体部長の鶴長孝司さん（藤之元）は、「相
手の立場を尊重し、否定せずに話を聞くこと。大
切なことを学び直した」と話しました。
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６/ １１
（日）

燃ゆる感動かごしま国体 町内の参加チーム、mm-n（写真上）、スマイル（下）

ロードミラーを丁寧に磨き上げる会員

グランドペチカを手渡す江口さん

　6月 11 日、町総合体育館で「燃ゆる感動かご
しま国体デモンストレーションスポーツママさん
バレー」が開催されました。
　県内 14のママさんバレーチームが参加。町から
は、「mm-n」と「スマイル」の 2チームが出場し
ました。
　ママさんバレー協議会会長を務める川添町長は
「日頃の練習の成果を十分に発揮し、自然豊かな本
町を堪能してください」と歓迎の言葉を述べました。
　同大会は、競技をはじめとした地域間の交流や
スポーツの楽しむことを目的としており、真剣さ

の中にも、笑顔があふれ、会場内は和やかな雰囲
気に包まれました。

　長島町商工会は６月12 日、商工会の日に併せ
て毎年恒例の、町内のロードミラー清掃を行いま
した。
　参加者は、同商工会役員・青年部員と長島町
建友会の会員を合わせて 37人。車に清掃用具を
積んで各地区を巡回しました。
　当日は、279 基のロードミラーを一つひとつ丁
寧に磨き上げていきました。
　同会の木場盛二会長は「町民のかたがたの交
通安全に貢献できたら」と話しました。

ママさんバレーで交流

商工会ロードミラー清掃

町内施設などにジャガイモを寄贈

６/12
（月）

6/14
（水）

交通安全に貢献できたら

つながりを大切にしたい
　エグチベジフル出荷生産者組合は、６月 14日、
町内の介護施設や保育園、幼稚園にジャガイモを
寄贈しました。
　これは同組合が、コロナ禍、町民に元気になっ
てほしいとの思いから始めた取り組みで、今年で
３年目を迎えます。
　今回は、通常のジャガイモに加えて、貴重な品
種グランドペチカ（種苗生産中止）を町民にでき
るだけ多く寄贈したいとの思いから、多めに貯蔵
していました。
　エグチベジフル株式会社の江口六甲さんは「ジャ

ガイモで皆さんを元気にしたいとの思いで始めた
が、今では逆に自分が元気をもらい、年に１度の楽
しみになっている」と笑顔で話しました。
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６/ 15
（木）

伊唐小学校の社会科見学 給水車からの水汲み体験をする児童

講師の説明を集中して聞く児童ら

重機体験をする田中さん

　６月１5日、伊唐小学校（松本浩輔校長・14人）
３年生が地元への興味・関心を深めることを目的
に、浄水場などの社会科見学を行いました。
　この日は、町内 10ヵ所の浄水施設を見学し、鷹
巣浄水場では家庭に届く水の仕組みを学習しまし
た。
　同浄水場近くで、災害時に活躍する給水車の見
学も行い、教科書に載っていた給水車を実物で見
た児童らは感動した様子。山口愛

あい と
叶さんは「授業

で習った給水車をこの機会に見たいと思っていた。
見られてうれしかった」と笑顔で話し、今回の社

会科見学を通して馬場朝日さんは「学んだ事を生
かして、これからは水を大切にしたい」と水の大
切さを学んだ様子でした。

　6月16 日、鷹巣小学校（田畠正英校長・198 人）
が町民プールで役場職員を講師に招き、「水辺の
安全教室」を開催しました。
　この日は、３・４年生の児童が参加し、セルフ
レスキューやライフジャケットの使用方法、緊急
時の対処法を学びました。
　演劇を交えた授業に児童らは、楽しみながら
集中して説明を聞いていました。
　４年生の森枝初

は つ め
萌さんは「水辺での事故が起き

たときに、どうすれば良いか分かった。帰ったら
家族にも教えたい」と話しました。　

興味・関心を深める

水辺の安全教室

にぎわうマンダリンセンター

６/16
（金）

6/18
（日）

緊急時の対処法を学ぶ

軽トラ市で重機体験
　日本マンダリンセンターで、６月 18日、長島
町商工会が軽トラ市を開催しました。
　今回は、長島町建友会との共催により初の重機
体験ブースが用意され、会場に来た子ども達が体
験を楽しみました。
　田中芹

せり な
奈さん（鷹巣小１年）は「緊張したけど

楽しかった。難しかったけれどまた乗りたいと思っ
た」と話し、同会の木場会長は「子どもたちの笑
顔が見れて良かった。他のイベントでも機会があ
れば重機体験を実施したい」と今後の展望を話し
ました。
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６/ 24
（土）

みんなの食堂‘すいせんの花’ 笑顔で食事する参加者

　6月 24日、指江自治公民館で、長島町ひとり親
寡婦福祉会「すいせんの会」をはじめ、地域ボラ
ンティアや民生委員、社会福祉協議会が協力して
「みんなの食堂‘すいせんの花’」を開催しました。
　当日は、47食を提供し大盛況。この日を楽しみ
に待っていた子どもたちや地域住民が、おいしい
食事と交流を楽しんでいました。
　同会会長の坂口靜子さん（蔵之元）は「皆さん
の厚意のおかげで食堂を開催できたことをうれし
く思う。これから地域の交流の場として充実させ
ていきたい」と意気込みを話しました。

　

　今回で 3回目の開催となる食堂は、町内外から
食材の寄付があることによって、無料もしくは低
価格で提供できています。

地域コミュニティーとして

　今年４月に協力隊に着任した松本弘さんが３カ
月の活動を振り返りました。
　松本さんの協力隊としてのミッションは、日本
マンダリンセンターの４階・５階の拠点施設「長
島大陸マンダリン BASE」の運用やイベントの企
画、PR 活動になります。
　これまでに、講習会の実施や軽トラ市を開催。
テレビやラジオに出演し、PR 活動も精力的に行っ
ています。
　７月にはオンライン塾の開校を予定していて、こ
れに併せて学生向けのプランを企画しました。
　松本さんは「マンダリン BASE がオープンして
あっという間に３カ月です。あいさつ回りの毎日
ですが、少しずつ企画や PR を行っております。
ごあいさつできていない所がいっぱいあるので今
月も町内を走り回ります」と、この３カ月を振り
返り、今後の意気込みを話しました。
※同プランについては、次の QR コードから確認、
または問い合わせください。

〇問い合わせ先
長島大陸マンダリン BASE
☎ 050（3593）1403［直通］

ラジオの収録をする松本さん（写真左）

次の企画を考案

講習会の様子
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大人になってもこまらないマ
ンガで身につく伝わる話し方

家族だから愛したんじゃなく
て、愛したのが家 族だった
＋かきたし

監修：牛窪 万里子 著：岸田 奈美

心 も 体 も 元 気 に な る 呼 吸 法 や、
相手に伝わる話し方を身につけ
よう！

笑えて泣けて、考えさせられる
自伝的エッセイ
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つ
田
畔
塗
り
居
れ
ど
家か

じ
ょ
う常

の
こ
と
と
雲
を
仰
ぎ
ぬ

同
窓
の
友
と
不
意
な
る
出
会
ひ
に
て
語
り
足
り
な
く
惜
し
む
夕
暮
れ

ひ
と
り
住
む
卒
寿
の
母
や
柿
の
花

す
り
減
り
し
父
の
椅
子
撫
づ
今
朝
の
夏

桶
浮
い
て
浜
の
口
開
く
五
月
か
な

玄
関
に
逃
げ
足
速
き
蜥と

か
げ蜴

か
な

離
れ
子
の
身
を
案
じ
を
り
子
供
の
日

車
窓
よ
り
手
を
振
り
デ
イ
へ
五
月
晴
れ

島
住
み
の
言
葉
は
方
言
柿
の
花

過
疎
の
村
雲
を
と
ば
し
て
鯉
の
ぼ
り

ふ
る
さ
と
は
潮
の
匂
ひ
子
供
の
日

山
寺
の
目
高
や
古
き
手
水
鉢

花
フェ
ス
タ
お
に
ぎ
り
ほ
ほ
ば
る
家
族
づ
れ

淵
脇 　

護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

大
堂 

正
弘

関 

喜
久
雄

大
堂 

早
苗

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
惠
子

迫
口 

君
代

関 

佳
代
美

坂
口 

靜
子

小
林 　

貢

小
林
如
月

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木 

良
平

宗
方 

正
喜

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

雨
よ
降
れ
停
電
多
し
山
に
降
れ
ダ
ム
を
満
た
せ
よ
電
気
を
頼
む

く
ろ
が
ね
の
も
ち
の
木
高
み
に
ヒ
ナ
が
二
羽
カ
ラ
ス
羽
音
す
巣
立
ち
も
間
近

文
芸
の
締
切
り
遅
れ
や
ら
か
し
た
駄
作
と
自
認
す
る
も
や
は
り
く
や
し
く

ほ
の
か
な
る
香
り
う
れ
し
く
鈴
蘭
の
花
咲
く
庭
は
み
ご
と
広
が
り

降
り
続
く
梅
雨
の
雨
音
静
か
に
て
反
省
似
合
う
モ
ノ
ク
ロ
の
刻

年
な
る
と
思
っ
て
居
て
も
出
来
な
い
ね
情
け
な
い
の
よ
面
い
事
だ
よ

同
郷
の
友
が
眠
れ
る
保
福
寺
の
墓
前
に
集
え
ば
初
夏
の
風
ふ
く

入
り
船
の
夢
は
何
に
当
た
る
や
ら
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▽
協
力
隊
通
信
の
原
稿
を
作
っ
て
い

る
と
き
の
こ
と
で
す
。
協
力
隊
の
松

本
さ
ん
に
「
つ
か
ぬ
こ
と
を
お
聞
き

し
ま
す
が
、
大
西
さ
ん
に
と
っ
て
長

島
町
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
何
で
す

か
？
」
と
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
仕

事
で
町
章
を
よ
く
目
に
す
る
の
で
、

主
に
使
わ
れ
て
い
る
青
色
を
答
え
ま

し
た
。
今
の
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ

た
ら
何
色
を
答
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
少
し
考
え
ま
し
た
が
、
や
は
り
青

か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
長

島
町
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
何
色
で

す
か
。

▽
最
近
の
お
し
ゃ
れ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
T
シ
ャ
ツ
で
も
、
裾
を
ズ

ボ
ン
に
入
れ
る
「
T
シ
ャ
ツ
in
」
だ

そ
う
で
す
。
休
日
に
、
同
僚
ら
数
人

と
遊
ん
だ
時
に
、
20
代
の
後
輩
が
T

シ
ャ
ツ
in
し
て
い
る
の
が
す
ご
く
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
見
え
た
の
で
、
30

代
の
我
わ
れ
も
真
似
し
て
T
シ
ャ
ツ

を
in
し
て
み
ま
し
た
が
…
。

　
お
し
ゃ
れ
っ
て
難
し
い
で
す
。

大
西
　
洋
介
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〇夏祭り納涼大会
　７月 29日（土）
　　　　　　18:00 ～

〇ブリのつかみ取り大会
　７月 30日（日）
　　受付時間 /8:30 ～
※ブリつかみ取り大会の
予約申込は終了しました。

〇場所
　あずま海水浴場（両大会）

〇問い合わせ先
　長島町観光協会事務局
　（長島町役場水産景観課内）
　☎（86）1137



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●８月11日は山の日です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝することを趣旨としています。

２０２３８

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

 ９/1 ９/2

7/30  7/31

２９ ３０ ３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　（鷹巣・諸浦）
　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○長島クリニック 88-6405
○友愛クリニック 64-2101
○有村産婦人科・内科 73-4180
○福田クリニック 79-3775
○つばさ歯科 62-8519
□さすえ薬局 88-6011
□うらくぼ薬局 82-2539 
□さかえまち薬局 72-0978
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 1 歳半健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油　　　　　　
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ろばカフェ

山の日

〇つかさとクリニック 67-5560
〇内山病院 73-1551
〇柏木歯科クリニック 79-4618

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○東医院 67-1861
○ 鶴見医院 73-0553
○福田クリニック 79-3775
○水野歯科医院 82-0064
□長島調剤薬局 64-5555
□スマイル薬局出水店 67-2055
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
　　　　（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○しみずこども医院 68-0633
○福田クリニック 79-3775
○徳森歯科医院 67-3608
□ クレイン調剤薬局 63-4300
□すくすく薬局 72-5010
◇ しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　　　　　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎特定健診等結果説明会
（諸浦地区コミュニティーセンター）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油　　　　　　
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診等結果説明会
（獅子島地区等）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○高尾野診療所 82-0017
○いまむらクリニック 73-1700
○福田クリニック 79-3775
○中島歯科医院 82-0020
□長島調剤薬局 64-5555
□高尾野会営薬局 64-2110
□市民調剤薬局 68-0150
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◆◆特定健診・胃がん等検診（山門野地区等）特定健診・胃がん等検診（山門野地区等）
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